
（工事に伴う排水）公共下水道使用開始届の記入例

見込みで結構です
ので、必ず記入して
ください。（使用水量
は空欄でも構いませ
ん）

わかる範囲で記入し
てください。

上記の開始届に下記の書類を添付したものを３部用意して、排水を開始する１週間前
までに、大阪市建設局総務部経理課（下水道使用料）まで提出してください。

①工事現場付近見取図（現場事務所も記載してください。）
②排水計画書（ノッチタンク（沈砂設備）の設置箇所や公共下水道（桝）までの排水経路を記入したもの。）
③ノッチタンク（沈砂設備）図面（当局沈砂槽設置基準のもの（別紙の２ｍ3ノッチタンク）か、それに準じたもの。）
④ その他本市が必要と認めるもの。

届出人は実際に下水
道使用料をご負担い
ただく法人名等とし、
代表者名がわかるよう
明記してください。

該当するもの全てに〇
を記入してください。

地番ではなく住居表示
を記入してください。



直角三角堰流量の認定方法

Q:流量
K:流量係数
H:三角堰の越流水高

Q＝KH5/2

排出水量の認定は、三角堰の越流水高（左上図のＨの高さ）を測定し、その流量が
１日２４時間排水されているとみなして認定します。これにより難い場合は別掲の設置
例を参考にして、時間計・電磁流量計等を設置してください。
水量及び使用料については、右記の目安表をご参考ください。ただし、排水状況によっ

ては排出水量が日々変化しますので、実際の認定は１日毎の水量を１ヶ月分合算し
た金額になります。

（例）
１日から１５日まで水高３cm、１６日から３０日まで水高３．５cmで排水した場
合

１日から１５日までの排出水量
２０（水高３cmの１日水量）×１５（日数）＝３００（m3）
１６日から３０日までの排出水量
３０（水高３．５cmの１日水量）×１５（日数）＝４５０（m3）

当月認定水量
３００＋４５０＝７５０（m3）
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